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はじめに

タコノ ア シ [Penthorum  ch inensis  P u r s h ) は泥湿 

地，河川敷のヨシ帯周辺，あるいは休耕田などに生育す 

るベンケイソウ科の多年草で，特に水位の変化する不安 

定な立地に多く生育することが知られている（佐竹ら， 

1982 ;愛知県，1994 ;岩槻■加藤，1994 ； リバーフロン 

卜整備センター，1 9 9 6 ) .タコノアシとは何とも奇妙な 

名前が付けられているが，茎の上部に生ずる花序枝の一 

方の側面だけに多数の花をつける様子と，結実時期に植 

物体全体が紅葉して赤褐色を呈する様子が，足を広げた 

タコに似ていることに由来している.本種は日本国内で 

は青森県から南西諸島まで，海外では朝鮮半島および中 

国に分布しており，以前は至る所でごくふつうに生育が 

認められていた植物である（大場，1 9 9 2 ;岩槻•加藤， 

1 9 9 4 ) .しかし，湿地の開発や農薬の使用によってその 

生育数が減少し，今日では危急種として位置づけられて 

い る （我が国における保護上重要な植物種および植物群 

落の研究委員会植物種分科会，1989 ;大場，1992 ;カ・- 

太田，1993).
貴重な生物の保全や保護は近年ではごく当たり前に取 

り上げられる課題となってきたが，保全対象となる生物 

については，まず，その生態を十分に把握し，然るべき 

対策を立てることが必要な手順である.しかし実際には 

個々の生物の生態については不明な場合がほとんどであ 

り，具体的な保全計画を立てることが非常に困難な場合 

が多い.タコノアシについてもそれは例外ではなく，生 

育環境に関する記録はいくつかあるものの，その生態に 

関する研究はこれまでほとんどなされてこなかった.そ 

こで，筆者らはタコノアシの生態を観察するとともに， 

湿地に生育する本種の水分条件に対する成長特性を明ら 

かにすることを目的として植栽実験を行った.なお，本

稿は神奈川県内広域水道企業団によって行われた調査結 

果の一部を改訂したものである.

材料と方法 

生態の観察

野外および圃場において育成した個体について定期的 

な観察を行い，その成長過程を記録した.野外観察は主 

として神奈川県海老名市周辺の相模川下流部の河川敷に 

おいて行った.

異なる水分条件による成長の比較

走出枝から形成された高さ5 cm程度のタコノアシの苗 

を，培養土を満たした底面に穴の空いたプラスチック容 

器 （ L 23 .5X W 13.5xH 15.0cm )に 5 本ずつ移植し，乾 

燥条件，湿地条件，および湛水条件で生育させ，植物の 

成長について比較を行った.乾燥条件 （ D 区）は，夏期 

の極端な乾燥条件にさらされた場合を除いて，基本的に 

雨によってのみ水分が供給される条件とした.湿地条件 

(W区）は植物の植栽された容器を水の入った容器に設 

置して，常に土壌が湿った状態に保った.湛水条件は植 

物体を完全に水没させた条件とし.水面から培養土表面 

までの深さがそれぞれ，11cm (UW11区），25cm (UW2 

5区），および39cm (UW 39区）になるような3つの実験 

区を設定した.湛水条件の実験区では2 週間に1回の割 

合で水の交換を行った.成長については植物体の高さを 

原則として2 週間に1回の割合で計測し，植物体の開花 

結実後に一個体が形成したさく果の数量を計測した.ま 

た，実験終了時に地下部を掘り取り，それぞれの実験区 

において形成された走出枝の総重量についても計測を行っ 

た.実験は 1996年 5 月 8 日から1997年 3 月31日までとし 

た.

•株式会社ミック；••横浜国立大学環境科学研究センター；•••神奈川県内広域水道企業団
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結果と考察

タコノアシの生活史

タコノアシの生活環を図1 に示す.タコノアシの繁殖 

様式は種子による有性繁殖と地下部から走出枝を出すこ 

とによる栄養繁殖の2通りがあり，冬季には地上部が枯 

死して種子，あるいは土中の走出枝の形態で越冬する. 

種子は長さ0.5mm程度で，さく果から放出された後，風 

や水流によって広範囲に分散されると考えられる.種子 

は湿地条件下において春から秋までの生育期間を通して 

発芽可能であったが，水面下であったり，暗条件であっ

た場合には発芽しないことが観察された.このような種 

子の発芽特性は北アメリカ東部に分布するタコノアシの 

一 種 P en th o ru m  sedo ides  L . におけるそれと一致す 

るもので，水位の変化が予測できないような湿地環境に 

対する適応と考えられている （ B a s k inら，1 9 8 9 ) .走出 

枝は黄白色で，生育期における植物体の根と比較して太 

くて長い根を有する.地域によっても異なるが，筆者ら 

の観察では，走出枝は9月頃から形成されはじめ，翌年 

の3月頃から成長を關始する.走出枝の大きさや形成数 

は生育環境や植物体の状態によって異なるが，高さ5cm

図 1 タコノアシの生活環.
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図 2 異なる水分条件下におけるタコノアシの成長の比較.縦棒は標準偏差を示す （ n = 5 ) .

程度の植物体においても形成されることが観察された. 

しかし，走出枝は植物体の栄養成長期間である3 月から 

7 月にかけては，その形成をほとんどみないことから， 

この期間に栄養繁殖による個体の増殖は行われないこと 

が明らかとなった.種子あるいは走出枝に由来する植物 

体は7月頃まで成長を続け， 8 月頃から開花し，順次結 

実する.10月頃には植物体全体が赤く紅葉するため，ま 

さ に “峭の足”の様相を呈することになる.

異なる水分条件下における成長の比較 

5 つの実験区のうち，W区とUW11区の成長はその他

の実験区と比較して良好で，計測終了時の植物高はD 区 

のそれよりも有意に高いものであった （ P < 0 .001 ， t-検 

定 ).UW11区では実験開始後すぐに水面上に葉を展開 

することが出来たため，その後はW区と同様な成長を続 

けたが，UW25区とUW39区では水面上に葉を展開する 

ことが出来ず，それぞれ101日目および75日目までに枯 

死 し た （図 2 ) . 湿生植物の中には植物体が完全に水没 

すると沈水葉を展開するものもあるが，タコノアシにこ 

のような能力はなく，長期間水没したままでは生育する 

ことが出来ないことが明らかとなった.タコノアシは常 

時，植物体が浸水している河川敷汀線部には極めてまれ 

であり，またタコノアシの植物体が全く水没するような 

深い水位の立地には全く生育をみないことが報告されて 

いるが（愛知県，1 9 9 4 ) ,その観察を裏付ける結果であつ 

た.

一個体が形成したさく果の数はW区とUW11区とでは 

ほぼ等しいものであったが，D 区のそれは，有意差は認 

められなかったものの（尸〉0.05 )， W区とUW11区のお 

よそ半分程度であった（図 3 ) . 走出枝の形成量は，W 

区が最大で， D 区とUW 11区のそれはそれぞれW 区の 

49.6%, 21.1%であった（図 4 ) .  D 区における走出枝 

はW区のそれと形態的に違いのないものであったが， 

UW11区では走出枝の根が途中から腐って脱落しており， 

その後の成長に支障を来すような状態であった.圃場で 

の実験結果から，タコノアシの種子の発芽可能な立地は 

湿地条件に限定されていることから，野外において本種 

の種子が発芽し成長可能な立地も湿地条件に限定される 

と考えられる.したがって野外の自然条件下において極 

端に乾燥した立地や湛水した立地にタコノアシが出現す 

ることはほとんどないと思われる.このことは相模川河 

川敷における野外観察によっても裏付けられた.相模川 

において，タコノアシの分布する立地は，河岸の砂泥の 

堆積した湿地や，自然あるいは人為的攪乱により新たに 

形成された池沼周辺の湿地などに限られていた.

今回は水分条件を一定にして実験を行ったが，タコノ 

アシは特に水位の変化する立地において多くその生育が 

確認されることが報告されており（佐竹ら，1 9 8 2 ;愛知 

県，1 9 9 4 ;岩槻•加藤，1994 ; リバーフロント整備セン 

ター，1 9 9 6 ) ,今後は水位変動と本種の成長について着 

目した研究が必要であると考えられる.
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実験区の名称

図 3 異なる水分条件下において形成された1 個体あた 

りのさく果数の比較.縦棒は標準偏差を示す 

( n = 5 ) .
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